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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



本資料の内容は，予告なく変更することがありますので，最新のものであることをご確認の上ご使用ください。

データ・シート�

Bipolar Analog Integrated Circuit
バイポーラ・アナログ集積回路

µPC617,1555
タイマ回路

本文欄外の 印は，本版で改訂された主な箇所を示しています。資料番号 G10649JJ7V0DSJ1（第７版）

発行年月　January 2001 N CP（K）

μPC617, 1555は，わずかな外付け部品で単安定発振，無安定発振等各種のタイミング信号発生回路が得られるタ

イマ回路です。トリガ，スレッシュホールド，コントロール端子を備えており，リセット端子により回路動作を簡単

に停止させることもできます。しかも出力吸込み電流が最大200 mAと大きいため，リレー，ランプ等の駆動も可能で

す。通信工業用としてμPC617，一般用としてμPC1555，の２品種があり，使用温度範囲に応じて最適なものを選択

することが可能です。

特　　徴

○動作電源電圧 4.5 V～16 V ○単安定，無安定動作が可能です。

○回路電流（VCC = 5 V） 3 mA（TYP.） ○TTLレベルと直接インタフェース可能です。

○出力電流 200 mA（MAX.） ○Duty Cycle可変。

○立ち上がり，立ち下がり時間 200 ns（TYP.）

オーダ情報

オーダ名称 パッケージ

μPC617C ８ピン・プラスチックDIP（300 mil）

μPC617G2 ８ピン・プラスチックSOP（225 mil）

μPC1555C ８ピン・プラスチックDIP（300 mil）

μPC1555G2 ８ピン・プラスチックSOP（225 mil）

等価回路
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kΩ�
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Q18
Q19

5 kΩ�
Q13Q12

Q10
Q9Q8

Q7

R1
10 kΩ�
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端子接続図（Top View）
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R
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　　　電　圧�
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フリップ�
フロップ�

出力段�

R

R

μPC617C, 617G2�
μPC1555C, 1555G2

端子機能

１．トリガ端子（２ピン）……トリガ端子電圧を 1�
3  VCC以下にするとトリガされ，出力電圧は“L”→“H”となりま

す。

２．出力端子（３ピン）…… 出力電流は最大200 mAですが，全損失（PT - TA特性図を参照してください。）を越えな

いようご注意ください。

３．リセット端子（４ピン）……リセット端子に0.4 V以下の電圧を印加すると，回路動作（単安定発振，無安定発振

など）を停止します。

使用しない場合は1 V～VCCの電圧を印加してください。

４．コントロール電圧（５ピン）……コンパレータのスレッシュホールド・レベルを決定する電圧で 2�
3 VCCに設定さ

れています。この端子に0.01μF程度のコンデンサでバイパスすると，より確実な回路動作が期待でき

ます。

５．スレッシュホールド端子（６ピン）……この端子に外付けするCRの値により出力パルス幅が決定されます。

６．放電端子（７ピン）……外付けコンデンサに充電した電荷を放電するための端子です。内部フリップフロップ回

路が“ON”状態，およびリセット信号が印加されたとき動作します。



µPC617,1555

データ・シート G10649JJ7V0DS00 3

項　　　　　目

電源電圧

入力電圧

（トリガ，スレッシュホールド，リセット，コントロール）

出力印加電圧注４（出力，放電）

出力電流

全損失

動作周囲温度

保存温度

略 号

VCC

VIN

VO

IO

PT

TA

Tstg

単　位

V

V

V

mA

mW

℃

℃

μPC1555C

－0.3～＋18

－0.3～

VCC＋0.3

－0.3～

VCC＋0.3

200注１

600注２

－20～＋80

－55～＋125

μPC617C

－0.3～＋18

－0.3～

VCC＋0.3

－0.3～

VCC＋0.3

200注１

600注２

－40～＋85

－55～＋125

μPC617G

－0.3～＋18

－0.3～

VCC＋0.3

－0.3～

VCC＋0.3

200注１

440注３

－40～＋85

－55～＋125

μPC1555G

－0.3～＋18

－0.3～

VCC＋0.3

－0.3～

VCC＋0.3

200注１

440注３

－20～＋80

－55～＋125

注１　全損失を越えないように，ご注意ください。

注２　TA≦＋25 ℃での値です。TA＞＋25 ℃では－6 mW/℃でディレーティングしてください。

（PT - TA特性図を参照してください）。

注３　TA≦＋25 ℃での値です。TA＞＋25 ℃では－4.4 mW/℃でディレーティングしてください。

（PT - TA特性図を参照してください）。

注４　特性劣化や破壊がなく，出力端子に外部から印加可能な電圧範囲です。

L負荷駆動時や，電源ON/OFF時等の過渡状態も含めて定格を越えないようにご注意ください。なお，通常動作

時に得られる出力電圧は，電気的特性の出力飽和電圧の範囲内です。

推奨動作条件（TA= 25 ℃）

項　　　　　目

電源電圧

発振周波数

出力パルス幅

入力電圧（トリガ，スレッシュホールド）

入力電圧（コントロール）

リセット電圧（ハイ・レベル）

リセット電圧（ロウ・レベル）

略　　号

VCC

f

tw（OUT）

VIN

VIN

Vreset H

Vreset L

条　　　　　　　件

VCC = 5～15 V

VCC = 5～15 V

VCC = 5～15 V

VCC = 5～15 V

MIN.

4.5

0.1

10μ

0

3.0

1.0

0

MAX.

16

100 k

10

VCC

VCC－1.5

VCC

0.4

単　位

V

Hz

s

V

V

V

V

絶対最大定格（TA= 25 ℃）
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電気的特性（TA = 25 ℃, VCC = 5 V～15 V）

項　　　　目

電源電圧

回路電流

スレッシュホールド電圧

スレッシュホールド電流

トリガ電圧

トリガ電流

リセット電圧

リセット電流

コントロール電圧

出力飽和電圧“L”

出力飽和電圧“H”

伝達遅延時間（L→H）

伝達遅延時間（H→L）

最小トリガ・パルス幅

最小出力パルス幅

最小リセット・パルス幅

タイミング誤差

初期精度

温度ドリフト

電圧ドリフト

略　号

VCC

ICC

Vth

Ith

Vtr

Itr

Vreset

Ireset

Vcont

VOL

VOH

tPLH

tPHL

tW（tr）

tW（OUT）

tW（reset）

条　　　　　件

VCC= 5 V, RL = ∞, VO =“L”注５

VCC = 15 V, RL = ∞, VO =“L”注５

注６

VCC = 15 V

VCC = 5 V

注７

VCC = 15 V

VCC = 5 V

VCC = 15 V, ISINK = 10 mA

VCC = 15 V, ISINK = 50 mA

VCC = 15 V, ISINK = 100 mA

VCC = 15 V, ISINK = 200 mA

VCC = 5 V, ISINK = 5 mA

VCC = 15 V, ISOURCE = 200 mA

VCC = 15 V, ISOURCE = 100 mA

VCC = 5 V, ISOURCE = 100 mA

VCC = 15 V, Vtr min. = 2.5 V

VCC = 15 V, Vtr min. = 2.5 V

tW（tr） = 3μs

VCC = 15 V, Vtr min. = 0 V

無安定マルチバイブレータ

RA, RB = 100 kΩ

C = 0.1μF

TYP.

3

10

2�
3 VCC

0.1

5

1.67

0.5

0.7

0.1

10

3.33

0.1

0.4

2.0

2.5

0.1

12.5

13.3

3.3

200

200

25

6

900

1

50

0.01

MIN.

4.5

0

0

0

0.4

9.0

2.6

0

0

0

0

12.75

2.75

MAX.

16

6

15

0.25

1.0

11

4

0.25

0.75

2.5

0.35

15.0

5.0

単　位

V

mA

mA

V

μA

V

V

μA

V

mA

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

ns

ns

ns

μs

ns

%

ppm/℃

%/V

注５　出力が“H”状態の時，回路電流は約1 mA（VCC = 5 V）減少します。

注６　電源電圧15 V状態でのRA＋RBの最大許容値が決定されます。最大値は20 MΩです。

注７　リセット端子をロウ・レベルにすると，放電TrQ14がONとなり発振動作が停止します（出力状態は不定）。
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特性曲線（TA = 25 ℃, TYP.）（参考値）
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TA = 70 ℃�
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1.2

1.0
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tPLH - Vtr min.　特性�

VCC = 10 V, 15 V
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応用回路

（１）単安定発振回路

μPC617, 1555は，図１の回路構成で単安定発振動作

をします。２ピン（トリガ端子）に 1�
3 VCC以下の電圧

（トリガ・パルス注８）を印加すると出力電圧は“H”

になり，この状態でR1を通じ，コンデンサC1に充電を

開始します。C1の電位が 2�
3 VCCになるまで充電が進行

すると，６ピン（スレッシュホールド端子）が“ON”

状態になり出力を“L”に反転します。このときC１に充

電された電荷は７ピンを通じて放電されます。再び２

ピンにトリガ・パルスが印加されると同様の動作を繰

り返します。図２はこの様子を図示したものです。５

ピンに付加したコンデンサはコントロール電圧のノイ

ズ・パス・フィルタです。また，４ピン（リセット端

子）は1 V以上（たとえば，VCCとショート）の状態で

使用し，回路動作を停止させるときは，GNDとショー

トしてください。

出力パルス幅（遅延時間）の論理式は，

t = 1.1・C1・R1

で求められます（図３参照）。ただし，この計算式で求められる値は目安の値です。出力パルス幅の精度が要求され

る場合には，個々に実測データを取りご確認の上R1，C1を決定することを（場合によっては半固定素子の選択も）お

勧めいたします。また，R1は300Ω以上を推奨いたします。

注８　トリガ・パルス幅は，出力パルス幅よりも短く設定してください。

注９　負荷が出力 - GND間に接続される場合には，出力波形に段差が発生する場合があります。

VCC = 5 V～15 V

TRIGGER
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μPC617/1555

図１　単安定発振回路例�
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図２　単安定発振回路応答波形�
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（２）無安定発振回路例

μPC617, 1555は，図４の回路構成では２ピン（ト

リガ端子）と６ピン（スレッシュホールド端子）が短

絡されていますので，回路自身でトリガされ，無安定

動作を持続します。出力電圧が“H”の状態ではコン

デンサC1にはR1，R2を通して充電電流が流れ，C1の電

位が 2�
3 VCCに達するとスレッシュホールド端子が

“ON”状態になり出力電圧を“L”にします。このと

きC1の電荷はR2を通じて放電を開始します。C1の電位

が放電により 1�
3 VCCまで低下すると，トリガ端子が

“ON”状態になり，出力電圧を“H”にし，再びC1に

R1，R2を通じて充電電流が流れ始めます。この動作を

図示したのが図５です。 1�
3 VCCと

2�
3 VCCの間でC1が

充放電を繰り返しているため，発振周波数は供給電圧

と無関係に決定されます。

発振の理論式を以下に示します。

出力電圧が“H”のときの充電時間は

出力電圧が“L”のときの放電時間は

よって周期Tは（1）（2）式より

よって発振周波数fは

となります（図６参照）。

また，Duty Cycleは（5）式より求められます。

ただし，この計算式で求められる値は目安の値です。発振周波数の精度が要求される場合には，個々にデータを取

りご確認の上R1，R2，C1を決定すること（場合によっては半固定素子の選択も）をお勧めいたします。また，R1，R2

は300Ω以上を推奨いたします。

注９　負荷が出力 - GND間に接続される場合には，出力波形に段差が発生する場合があります。
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OUTPUT

コントロール�
電圧�

0.01μF
C1

R1

4 8

7

6

1

5

3

μPC617/1555

図４　無安定発振回路例� 図５　無安定発振回路応答波形�
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半田付け推奨条件

　この製品の半田付け実装は，次の推奨条件で実施してください。

　半田付け推奨条件の詳細は，インフォメーション資料「半導体デバイス実装マニュアル」（C10535J）を参照して

ください。

　なお，推奨条件以外の半田付け方式および半田付け条件については，当社販売員にご相談ください。

表面実装タイプの半田付け推奨条件

μPC617G2, 1555G2：８ピン・プラスチックSOP（225 mil）

半田付け方式

赤外線リフロ

VPS

ウエーブ・ソルダリング

端子部分加熱

半田付け条件

パッケージ・ピーク温度：230 ℃，時間：30秒以内（210 ℃以上），回数：１回

パッケージ・ピーク温度：215 ℃，時間：40秒以内（200 ℃以上），回数：１回

半田槽温度：260 ℃以下，時間：10秒以内，回数：１回，

予備加熱温度：120℃ MAX.（パッケージ表面温度）

端子部温度：300 ℃以下，時間：３秒以内（デバイスの一辺当たり）

推奨条件記号

IR30-00-1

VP15-00-1

WS60-00-1

－

注意　半田付け方式の併用はお避けください（ただし，端子部分加熱方式は除く）。

挿入タイプの半田付け推奨条件

μPC617C, 1555C：８ピン・プラスチックDIP（300 mil）

半田付け方式

ウエーブ・ソルダリング

（端子のみ）

端子部分加熱

半田付け条件

半田槽温度：260 ℃以下，時間：10秒以内

端子温度：300℃以下，時間：３秒以内（１端子当たり）

注意　ウエーブ・ソルダリングは端子のみとし，噴流半田が直接本体に接触しないようにご注意ください。

参考資料

オペアンプの用語と特性 G10147J

オペアンプ，コンパレータの選択法 G10617J
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•本資料の内容は予告なく変更することがありますので，最新のものであることをご確認の上ご使用くだ
さい。

•文書による当社の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。
•本資料に記載された製品の使用もしくは本資料に記載の情報の使用に際して，当社は当社もしくは第三
者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。上記使用に

起因する第三者所有の権利にかかわる問題が発生した場合，当社はその責を負うものではありませんの

でご了承ください。

•本資料に記載された回路，ソフトウエア，及びこれらに付随する情報は，半導体製品の動作例，応用例
を説明するためのものです。従って，これら回路・ソフトウエア・情報をお客様の機器に使用される場

合には，お客様の責任において機器設計をしてください。これらの使用に起因するお客様もしくは第三

者の損害に対して，当社は一切その責を負いません。

•当社は品質，信頼性の向上に努めていますが，半導体製品はある確率で故障が発生します。当社半導体
製品の故障により結果として，人身事故，火災事故，社会的な損害等を生じさせない冗長設計，延焼対

策設計，誤動作防止設計等安全設計に十分ご注意願います。

•当社は，当社製品の品質水準を「標準水準」，「特別水準」およびお客様に品質保証プログラムを指定
して頂く「特定水準」に分類しております。また，各品質水準は以下に示す用途に製品が使われること

を意図しておりますので，当社製品の品質水準をご確認の上ご使用願います。

標準水準：コンピュータ，OA機器，通信機器，計測機器，AV機器，家電，工作機械，パーソナル機

器，産業用ロボット

特別水準：輸送機器（自動車，列車，船舶等），交通用信号機器，防災／防犯装置，各種安全装置，

生命維持を直接の目的としない医療機器

特定水準：航空機器，航空宇宙機器，海底中継機器，原子力制御システム，生命維持のための医療機

器，生命維持のための装置またはシステム等

当社製品のデータ・シート／データ・ブック等の資料で，特に品質水準の表示がない場合は標準水準製

品であることを表します。当社製品を上記の「標準水準」の用途以外でご使用をお考えのお客様は，必

ず事前に当社販売窓口までご相談頂きますようお願い致します。
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ＮＥＣ半導体テクニカルホットライン�

（電話：午前 9:00～12:00，午後 1:00～5:00）�
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